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山 岡 亮 一 先 生 を 偲 ぶ
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私が初めて山岡先生の研究室を訪ねたのは,昭 和26年 春 旧制京大経済学部に入学 し

てか ら半年近 くも経てか らであ り,そ れ までは山岡先.生が何を:研n:してお られ るのかも

知 らなか った。

私は台湾から引揚げて きて女学校の教 師とな り,生 家でに:僅か.4a`かりの小作地 と手作

りに依存 してきたのだが,入 学当時,こ れか らの日本 ではと:.のよ うに孟1輿て行けば良い

のかがわか らなかった。山岡先生を訪ねたの も.それを教 え.て:.いただ く:ためであ ったgだ

が これ は山岡先生に も即答できない大 きな問題であるとお ・=IL.,やって,と りあえず参加

してみ ないか と誘われたのが,同 年8月 か ら始められたT.県 野迫川1村の山村調査であ

った。

これ については,先 生ボ著書 『学窓の灯』に くわ しく書1、・てお られ る通 りで,医 学部

の西尾雅七先生や探検家 としても著名 な文化人類学者今西針司先生等,何 れ も酒豪 とし

て も有名な先生方が調査 に数多 く参加 された。 したが.って,そ.の お相手をせ.ねばな ら蝕

立場にあった山岡先生が最 も苦労 なさったのではなか ろうか.,も っと誌,酒 席 にいつ も

最後まで残 ったのは,文 化人類班の梅樟忠夫氏や経済班の私 共…など,.若 手の研究者 グル

ープであった。 これは若手が酒に強かったか らではな く,酒:1..1;少な くて若手 のところま

で十分にはまわ らなかったか らである。そこで残 った若者達だけでお.Ziいに未来への抱

負を語 り合 った ことは,後 々まで も忘れ得ない貴重な体験 で.あ・.つた。

調査終了時の地元 の人 々への御礼まわ りは山岡先生 にお願..・.1して,私 たちは先生の後

で少 さくなっていたが,地 元の人々がみんな笑顔 で送 って下 さった御好意は本当に うれ

しか ったび

翌昭和27年 には,科 学研究費が支給 され ることになって,「 関君 もう一・一度龍神へ行 っ

て見よ う」 と山岡先生か ら言いだされ たとき.には,感 激で胸が.一.一杯 にな.=、た。私 自身 の

研究目的か ら言えば,行 く先々の宿舎 で山村ゐ文書を見せて もらい,そ れを筆写 してお
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きたか ったのだが,前 年の野迫川調査で4,01.ill'唾渇で きなか った とい うことを先生は御存 じ

であ り,龍 神村でその補足を させて下 さる1:;=:1だなと気.づ1いたか らである。 日中は有 田川

沿いに歩 きつづけ,予 定の宿舎につ くと,古 文書を1窪写す るのが私の仕事なのだが,先

生 はそれにもつ き合 って下 さって,… 一関君 こ:これは何 と読むのかねえ」 などと話 しかけ

られるので,か えって閉 口したことも覚 え...'=:1いる。

この昭和27年 には,亀 岡市宮前村 の砥石山の調査のほかに,与 謝郡の筒川村 と本庄村,

それに伊根町の漁村浦人 の調査にも参加 レ:=,,私 は,山 岡先生の御推挙で山 口大学経済

学部への就職が きま っていたが,こ の1年 間だけ}ま京ナ:で勉強 して もよい とい うことが

条件になっていた。そこでこれ らの農村漁.卜r調査 にも専コ念して,そ の取 りまとめを担当

す ることもで きた。

この年の調査に も数々の思い出がある。.漁..吋蒲入か ら'富津まで漁協の船で送 って もら

えるというので皆が大喜.びを しているのに.1」」岡先生Lだげが青 い顔 を して し上んぼ りと

坐 ってお られた。 そこで私が 「どうしたのですか」とき'くと,「 昨夜は漁協 の皆さんが

つ ぐ酒を全部ま と.もに飲んでいたら気を失 ・.,てしまった」 とい うことであ った。農村育

ちの私には,そ の場 のふ んいきがす ぐにびん1!二きた.ので,「 田舎では相手が押 しつけて

くる盃を適当に受け流 し.てい くのが常識 で1つ がれ ξ覇王をみんな飲んでいたら倒れ るの

が当 り前です」 と生意気 な ことを申し上げた ことも覚えている。だが この ように生真面

目な山岡先生のお人柄が大好 きにな・つたの も確 かであモ;1。

昭和28年 には,私 は家族を連れて山口大学級.済学部に赴任 したが,夏 休みになるのを

待 ちかねたように帰洛 し,「 山岡ゼ ミ」に加 えていただ き,そ の夏 の農山村調査にも参

加 させてもらった。 しかしその後,山 口大学での職責が しだいに重 くなり,あ ま り身軽

に京都へ帰 ることもで きなくな って きた。そ こで,山rl大 学の私のゼ ミ室で も農村調査

をや ろうとい うことにな り,昭 和29年 夏 に1・::ヒ.,農民層分解が進 んだ と思われる裏門司農

村 をと りあげてみた。そ して,そ の調査結果なまとめて発表 したのが同年 の山口経済学

雑誌 にのせた論文 「近郊農村 におげ る階層分解の…類型」であ り,こ れは後に農林省の

『農村経済研究年報』に も採択 されて大喜 びを した沸 のである。その調査方法 の特色の

一つは,調 査対象たる村落 の悉皆調査を して:、,・ることであ り,参 加 した学生諸君が一戸

一戸の農家を訪問 して くわ しく聞取 った も二1)である。 もう一つの特色は,そ の村の古文

書を集めてで きるだけ詳細 にその歴史的な経過を明らか}こしようとし,こ れには私 自身
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が あ た る ことに したが,こ.れ らはみ んな山岡先 生 か ら学 ん だ もの で ある。

この 時期 の私 は,昭 和30年 の社.会経済 史学会 で,「;曹 末 に尉 け る農民一 揆 一 長 州藩

の場 合 」 と題 して発表 し,翌31年 に は論文 「地 租改:il::ワ:)歴史的 意義 一 山 口県 地 租改 正

を 中心 と して」 を京 大 の 『経 済論.叢』 に掲 載 した ほか、拙 著ii'政 改 革 と明治維 新』 が

有 斐 閣 か ら単独 出版 され る こ とに もな ったが,そ の何 れ も.が!.i/岡先 生 の御 配慮 に よる も

の であ った。 やが て私 の勤 務す る大学 も,昭 和32年5::母 が:死 亡:'した のを 契機 と して,郷

里 に近 い京 都学 芸:大学(現 在 の京 都教 育 大学)に か わ.る こ ～二にな った。

京都 にか え って か らの私 は,京 大 の河野先 生 や飯;:ll:i先生 等 に」:る 「日本 資本主 義 」研

究 会 に加 えて いた だ き,や がて後 に,ミ ネル ヴァ慧1房か ら 『資 本主義 へ の道』(共 著)

や 『明 治維新 と地 租 改正』(単 著)な どを出版す る:=.≧:」に な ・つたが,「 山岡 ゼ ミ」 に も

引 きつづ き出 してい ただ き,夏 休 み の農村調 査等 に1:1.:必ず 参):用させ.て もらってい た。

昭 和39年 か ら40年 に かけ て,山 岡先 生が学 生部長.i=:.:就任 して.お'られ たお りには,私 も

た びた び京 都教 育大 か ら駈け つけ'て,い ざ と.いう場.iil.・に:1備.えて:」¢.たの だが,と つ とつ と

学 生達 を説 得 され て い る山 岡先生 の姿 は今思 いだ し1.Fl:毫、涙 が止 ま らない。 これ こそ学 生

教 育 に 当 らねば な らぬ教 師 のあ るべ き姿 なのだ とい.う思 いが,私 の胸 にい ま も深 く深 く

焼 きつ い てい る。

昭 和46年 には,こ れか ら始 まろ う とす る東京 の創!.:].1大学 に二私 も招 かれ,そ の経 済 学部

長 を ひ き受 け よ う として 山岡先 生 の も とへ 相談 にい..ゲ1;=:二と こ1ち,そ の場 で きび し く反対

され た。 山 岡先生 が言 われ るには,「 私 は宗教 その.0:}に 反 対 して1、・るわけ では ない 。

だが今 の君 は京 都大 学 か ら学 位 を もらった ばか りで,....・よ1、・よ こ.れか ら研 究を深 めね ば

な らぬ 大切 な時 に,新 設 大学 の学 部長 な どを引受 けた:.ら,必 ず や研 究生 活 が駄 目にな る

だ ろ う」 とい うこ とであ った。

私 もその ことが一一番 心配 だ った ので,創 立者 の池li.1ヨ:A;==から依頼 を うけ た時 に,「 ど

ん な大学 をつ くるの です か」 と質問 した と ころ,池li:1ヨゴilll生は 「師弟 不二,吉 田松 陰先生

の松下 村塾 の よ うな大学 をっ くっ.てほ しい のだ」 と答.・:≒..られ た こ とな ども報 告 して,や

っ との思 いで 山岡先 生 に認 めて いた だい た。 そ の山lii]先生 が,昭 和57年 の土 地 制度 史学

会 の会場 とな った創 価大 学 にお いで に な ったお りには.,私 の.ゼ.ミ室 で学 生達 に短 か いお

話 ま で して下 さ った。 そ してそ の夜 の歓 迎会 で もら噛1:52/.1_一一・言 は今 も忘 れ られ ない。立

派 な設 備 や多 くの教 員 の こ とな どにつ い ては何 もふ れ.…旨1れない,z.,「 明 る く素 直 そ うな
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よ い学生 がそ ろ ってい るね一」と、、・う一 言 て:あ った。

最 後 に,山 岡先 生 と松 井 海運先 生 の関 係:につ いて も一 言ふれ てお きた い。 松井 先生 の

こ とにつ いて は,先 生が 『学 窓の灯』 「li詳.しくふれ、てお.られ る ので まず そ こか ら引用 さ'

せ ていた だ くことに しよ う。

高知 に赴 任す る前 の私(山 岡先 生 の こ:1と)は,大 学 で は紛争 に悩 まされ,同 時 に

"小 農"と い う生 涯 の学 問的 なテ … マに関わ る問題 で なやみ
,怒 りを胸 に抱 きなが

ら毎 日を送 りま した。 そ んな時 に い.っ も思い浮 べ る一 人 の人物 が お りま した。松 井

海 運氏。 小農 は ど うあ るべ きか一 一∵{…ご.考え抜 き,

「大 自然 に直 接抱 かれ,ス キ,ク ワこ=って 自分 の食 う ものは 自分が っ くる。 そ うし

てその生 きた 上 での余裕 を もって,少 しで も他人 さまに喜 ん で預 け るよ うな こ とを

す る。」 を実 践 し,農 業 のあ りか た.を求.めて独学幸の生 活 を行 って い る人 です。 宗教 家

の よ うな趣 もあ る人 で,あ る意味 では私 が小農 問題 を考 え る時,必 ず 心 の中 に登場

す る人 で もあ ります。

『学 窓 の灯』 の中の この文 章を み て,生.前 の先 生 を尽 し・浮 べ て溢 れ で る涙 を止 め る こ と

もで きない。 今 とな って は何 年前 のこ と,であ ったか 革.覚えて いな いが,久 しぶ りに北 白

川 のお宅 を訪 ねた ところ,「 頂 度 良 い と.こ.うに 来た.,こ れ か ら珍 しい人 に会 わせ てあ げ

るか ら一一緒 に来 な さい」 と言 われ,先 生 のお伴 を して訪 ね たのが松 井 海蘿 先生 に お 目に

か か った最初 であ った。

そ の松 井 浄蓮先 生 に久 しぶ りにお会 い.『〔爵 た2)が1.昨 年11月 の 山 岡先生 の仏事 の とき

であ り,私 は既 に創価大 学 を定年 退職 し..て.1.亀岡 の生家 に戻 ってい た。高 知 での先 生 の

お葬 式の 時 に も遠 くか ら目礼 しただげ で/ll..り,い つの 日にか また,山 岡先 生 のお伴 を し

て 日本農 村 の将 来を語 り合 った当時 の思 い1.i:1を話1i≧・って み たい と願 ってい る。

亀 岡の私 の生 家で は,山 岡先 生が 書 ぎ蹴 』され;≧二「'糊心」 とい う飾 皿を い つ も大 切 に床

の間 に置 いて い るこ とをっ け加 えて結 び とL.'た い 。


